
回答）

1.防護柵の基礎ブロック規格は、□300×600です。

2.バックホウ等による樹木や草等およびゴミ等の撤去は共通仮設費の準備費の率積算に含まれ
ておりますが、それに伴い発生する建設廃棄物等の工事現場外への運搬費および処分費に
ついては、変更協議できます。

3.工事着手に影響が生じた場合、施工計画について協議いたします。

4.当該道路(４車線道路)の中央側２車線の交通規制と考えております。

5.荷役業者との調整は済んでおります。なお、作業の詳細については受注者で調整することに
なります。

6.特別な要因により工期内に主要な工事材料の日本国内における価格に著しい変動が生じた
場合、変更協議できます。


